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からみた重傷頭部外傷の変化．第 41 回日本脳神経外
傷学会．東京，２月．

Ⅳ．著　　書
 1）谷村仲一（タニムラ医院）監修，武田　聡編 . 心電

図モニター：ベッドサイドで役立つ波形の見方と緊急
時対処の基本．改訂４版 ．東京：へるす出版，2018．

臨床検査医学講座

教　授：松浦　知和 臨床細胞生物学
教　授：大西　明弘 臨床肝臓病学
教　授：海渡　　健 臨床血液学
教　授：吉田　　博 脂質代謝学，循環器病学
 （総合診療部に出向中）

教　授：須江　洋成 精神神経医学
教　授：杉本　健一 循環器病学
教　授：中田　浩二  13C 呼気試験による生体機

能検査，機能性消化管障害
准教授：小笠原洋治 臨床血液学
講　師：政木　隆博  肝臓病学，ウイルス学，臨

床検査医学
講　師：目崎　喜弘 臨床分子生物学
講　師：越智　小枝  災害公衆衛生学，関節リウ
　　　　　　　　　　　マチ学
 （国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）に出向中）

講　師：河野　　緑 臨床微生物学
講　師：秋月　摂子 病態検査学

教育・研究概要
Ⅰ．臨床微生物学に関する研究
１．ウイルス性肝炎に関する基礎的および創薬研

究（政木隆博，松浦知和）
B 型肝炎ウイルス（HBV）および C 型肝炎ウイ

ルス（HCV）の基礎研究，創薬研究を行った。
HBV の創薬研究では，ハイスループットスクリー
ニングでヒットした非核酸アナログ化合物の抗ウイ
ルス効果を，独自に開発した HBV 持続産生細胞株
を用いて評価した。HCV の基礎研究では，HCV の
感染複製増殖と病原性発現を阻止するための研究を
行った。肝線維化早期に血中で増加する TGF‒β関
連分子を同定し，慢性肝疾患の病態との関連性を検
討した。
２．臨床材料から分離された病原細菌の特性の解

析（河野　緑）
基質特異性拡張型β‒ラクタマーゼ（ESBL）産生

サルモネラ属菌の ESBL 遺伝子の型別を行った。血
液培養から分離されたHelicobacter属菌株について，
multilocus sequence typing（MLST）法などの分
子型別を行い，血流感染を起こす H. cinaedi 株の
特徴を調べた。MALDI‒TOF MS を使った黄色ブ
ドウ球菌の型別方法について検討を行った。
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Ⅱ．臨床化学に関する研究
１．13C 呼気試験法を用いた胃切除後患者の消化

管機能評価（中田浩二，秋月摂子，大西明弘）
13C 呼気試験法は簡便，非侵襲的かつ安全に胃排

出能，消化吸収能などの生体機能を調べることがで
きる有用な検査法である。これらの検査をさまざま
なタイプの胃切除術を受けた患者に行い，術式の評
価に役立てている。13C 呼気試験法を実地臨床の場
においてさまざまな疾患の病態解明や治療効果の判
定に活用するために定期的に全国的な勉強会を主催
し，研究者間の情報交流とコンセンサス形成を推進
している。また胃切除後障害の軽減に役立つ術式を
明らかにし，その普及とさらなる改良を行うために，

「胃癌術後評価を考える」ワーキンググループの活
動（事務局）を通じて全国規模の多施設共同研究を
企画・推進している。
２．脂質代謝異常に関する研究（吉田　博）
我々が開発し保険医療の検査として承認されたリ

ポ蛋白分画（HPLC 法）を用いた研究成績をもとに，
非糖尿病におけるアディポネクチンと関連性が最も
強いリポ蛋白は HDL であることを明らかにし，
Ann Clin Biochem 2018；55(1)：165‒71 に論文発
表した。また同方法をさらに発展させた測定法も開
発しており，Lp（a）も含めたリポ蛋白⑥分画と動
脈硬化性疾患リスクをみる Framingham スコアと
の関連性を検討し，J Atheroscler Thromb 2017；
24(9)：928‒39 に論文発表した。培養血管内皮細胞
からのマトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）‒2
の分泌はアンジオテンシンⅡが増強し，とくにアン
ジオテンシン受容体サブタイプ２が関与しているこ
と を 明 ら か に し，J Cardiovasc Pharmacology 
2018；71(4)：233‒9 に論文発表した。国際臨床化
学連合（IFCC）の学会誌である Clin Chim Acta の
Editor として，臨床検査医学領域を基本とする医
学研究成績の国際的な発表・普及に努めている。
３．急性肝不全における致死的肝性脳症惹起物質

の解明（朴ジョンヒョク，政木隆博，目崎喜
弘，松浦知和）

急性肝不全ブタモデルのバイオ人工肝臓装着実験
で，肝性脳症発症時と体外循環後の比較プロテオー
ム解析により，脳症発症時に血中で上昇し体外循環
後に減少するタンパク質としてα1 アンチキモトリ
プシン（ACT）を同定した。培養ヒトアストロサ
イトを用いた実験では，ACT の添加により細胞増
殖が有意に抑制され，また細胞障害が惹起された。
さらに，ACT の添加は AQP4 の mRNA 発現量お
よびタンパク質レベルを増加させた。また，ACT

のアストロサイト障害性は抗利尿ホルモン・バゾプ
レシン（AVP）によって増強した。AVP の増強作
用は AVP レセプター阻害剤（OPC‒21268）の添加
によりキャンセルされたことから，ACT は AVP
と協調してアストロサイト障害を誘発する可能性が
示唆された。

Ⅲ．臨床腫瘍・血液学に関する研究
１．難治性再生不良性貧血に対する eltrombopag

の有効性（海渡　健）
トロンボポエチン受動体作用薬である eltrom-

bopag は血小板減少症のみならず再生不良性貧血
（AA）に対しても使用可能になったため，免疫抑
制療法で十分な反応が得られない難治性 AA に対
する有効性を検討した。対象は６例（女性４名男性
２名）で，輸血依存が２例含まれている。１例は肝
障害にて投与を中止したが，５例は投与量 50～
100mg で３ヶ月から６ヶ月継続投与している。い
まだ効果を判定するには時期尚早であるが，血小板
数が増加した患者が２例，ヘモグロビンが増加した
患者が１例経験された。今後最大投与量である
100mg を長期間投与することでどの程度血球の改
善が認められるか検討する必要がある。
２．骨髄不全症候群の病態解析および治療の改良

（小笠原洋治）
再生不良性貧血，骨髄異形成症候群などの骨髄不

全症候群の病態解析および治療の改良を主な研究
テーマとし，後天性再生不良性貧血に対する至適免
疫抑制療法を明らかにするため，当院における再生
不良性貧血の治療データを解析するとともに，再生
不良性貧血に対するウサギ抗胸腺細胞グロブリンの
前方視的ランダム化用量比較多施設共同研究に参加
している。

Ⅳ．臨床精神医学に関する研究（須江洋成）
興味深かった症例について引き続き報告をすると

ともに，「てんかんにおけるレジリエンスについて」，
および「合理的多剤併用療法の見直しについて」の
研究を思案しているところである。てんかん診療に
かかわる科が集まっての研究会は毎月，定期的に行
われてきたが，てんかんセンター化に向けたワーキ
ンググループ（WG）を立ち上げ，「あり方」の検
討を重ねている。高齢化に伴って高齢発症のてんか
んが増加しており，てんかんセンターの設立は小児
から高齢者にいたるまで，質の高い包括的医療が提
供できるものと期待される。
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Ⅴ．臨床生理学に関する研究（杉本健一）
2016 年度に引き続き，心電図自動解析の不整脈

診断精度に関する研究を継続した。不整脈領域では，
心房細動のカテーテルアブレーションに関連する研
究を継続し，欧米誌に報告した。また，期外収縮の
心電図波形に関する研究を開始した。

Ⅵ．臨床病理学・細胞生物学に関する研究
１．肝臓星細胞のビタミン A 貯蔵と活性化に関

する研究（目崎喜弘）
肝星細胞はビタミン A 貯蔵細胞であり，肝線維

化の責任細胞である。肝臓病では肝内ビタミン A
エステルが低下すると，星細胞は筋線維芽細胞に変
化し，所謂，活性化星細胞となって線維を産生し，
肝硬変に至ると考えられている。星細胞の活性化過
程では，ビタミン A エステル化酵素であるレシチ
ン：レチノールアシル基転移酵素（LRAT）の発現
が低下することから，星細胞内ではむしろレチノイ
ン酸濃度が高くなり，ビタミン A シグナルが亢進
していると推定される。そこで LRAT の生化学的
解析を進めるため，バキュロウイルス発現系による
LRAT タンパク質の生産と精製を行った。得られ
た LRAT タンパク質が活性を保持していることを
生化学的に確認した。
２．肥満・糖尿病モデル動物における臨床病理学

的検討（中村まり子，横山　寛，河野　緑，
目崎喜弘，政木隆博，松浦知和）

肥満・糖尿病モデル Wistar Fatty rat を用いて，
肝臓インスリン抵抗性の発症過程を空腹時 13C‒glu-
cose 呼気試験で検討するとともに，肝臓の病理学
的検討を行った。

「点検・評価」
１．教育
１）１年次対象
スタートアップ研修（目崎喜弘，政木隆博，松浦

知和）
２）２年次対象
講義（コース基礎医科学Ⅱのユニット「消化器

系」：目崎喜弘：１コマ）
３）３年次対象
(1) コース臨床基礎医学のユニット「症候学演習」

（河野　緑：１回，目崎喜弘：１回）
(2) 講義（コース臨床基礎医学のユニット「細

菌・真菌と感染」：河野　緑：２コマ，ユニット「栄
養科学」：栄養学：吉田　博：１コマ，臨床栄養学：
松浦知和：１コマ）

(3) コース研究室配属（今年度配属なし）
４）４年次対象
(1) 講義（コース臨床医学Ⅱ（新）のユニット「臨

床検査医学」：海渡　健，松浦知和，目崎喜弘）
(2) その他の講義（コース臨床医学Ⅱ（新）の

ユニット「血液・造血器」：海渡　健，：１コマ，ユ
ニット「薬物治療学」：大西明弘：５コマ，コース
臨床医学Ⅰのユニット「内分泌・代謝・栄養」：吉
田　博：１コマ，ユニット「精神医学」：須江洋成：
１コマ）
(3) コース臨床医学Ⅱ（新）のユニット「臨床

医学演習」：海渡　健：１回
(4) コース医学総論Ⅳのユニット「医学総論演

習Ⅳ」：標準模擬患者演習（ロールプレイ３)：海渡　
健：１回
(5) 基本的臨床技能実習（合計 40 回，講座所属

教員・非常勤講師・客員教授が分担，中央検査部技
師・講座職員が補助）
５）４～５年次
臨床実習（１クール２日間，年間 19 回，Re-

versed CPC および中央検査部見学実習，RCPC は
臨床系教員および非常勤講師が分担。見学実習は４
病院中央検査部技師の協力のもと行われた。）
６）６年次
コース選択実習（本年度，受講希望者なし）
７）大学院
２年目：社会人大学院生として，安藤　隆君，江

崎裕敬君がそれぞれ臨床研究を遂行。
３年目：横山　寛君（消化器・肝臓内科）が肝臓

疾患の臨床病理学的研究を遂行。
３年目：朴ジョンヒョク君が大学院履修を修了。

「肝性脳症惹起物質の同定と発症機序に関する研究」
で原著論文を作成。審査の結果，医学博士を授与さ
れた。

教育に関しては，例年通り２年生から５年生まで，
臨床検査医学講座の教員が，臨床検査医学に留まら
ず，内科・精神科・微生物学など広範囲の分野の講
義，実習を担当し，滞りなく終了した。
２．研究
講座に所属する教員・医師は研究概要に示した通

り，個々の専門分野を中心とした主に臨床主体の検
査に関わる研究を遂行した
３．その他
越智小枝氏が 2017 年４月から講師として赴任し，

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
出向となった。

東京慈恵会医科大学　教育・研究年報　2017年版



― 227 ―

研　究　業　績
Ⅰ．原著論文
 1）Sato R, Hiraishi C, Yoshida H. Effect of angiotensin 

II on matrix metalloproteinase‒2 secretion in human 
umbilical vein endothelial cells. J Cardiovasc Pharma-
col 2018 ; 71(4) : 233‒9.

 2）Uchiyama K, Aiki H, Matsumura A, Saruta K, Yua-
sa A, Ito Z, Takami S, Saito K, Ohtaki Y, Suzuki S, 
Hayashi S, Koido S, Yoshida H, Ohkusa T, Saruta M. 
The efficacy of the consumption of n‒3 polyunsatu-
rated fatty acids for the maintenance of remission in 
patients with inflammatory bowel disease. Food and 
Nutrition Sciences 2018 ; 9(2) : 105‒18.

 3）Tomono Y, Hiraishi C, Yoshida H. Age and sex dif-
ferences in serum adiponectin and its association 
with lipoprotein fractions. Ann Clin Biochem. 2018 ; 
55(1) : 165‒71.

 4）Tanabe K (Hiroshima Univ), Takahashi M (Yoko-
hama Municipal Citizen’s Hosp), Urushihara T（Hiro-
shima Pref Hosp), Nakamura Y（Toho Univ), Yama-
da M（Gifu Municipal Hosp), Lee SW（Osaka Med 
Coll), Tanaka S (Fukuoka Univ), Miki A（Kobe City 
Med Ctr General Hosp), Ikeda M（Asama General 
Hosp), Nakada K. Predictive factors for body weight 
loss and its impact on quality of life following gast-
rectomy. World J Gastroenterol 2017 ; 23（26) : 4823‒
30.

 5）Nakada K, Matsuhashi N（NTT Med Ctr Tokyo), 
Iwakiri K（Nippon Med Sch), Oshio A（Waseda 
Univ), Joh T（Nagoya City Univ), Higuchi K（Osaka 
Med Coll), Haruma K（Kawasaki Med Sch). Devel-
opment and validation of a simple and multifaceted 
instrument, GERD‒TEST, for the clinical evaluation 
of gastroesophageal reflux and dyspeptic symptoms. 
World J Gastroenterol 2017 ; 23（28) : 5216‒28.

 6）Hayashi K, Nagasaki E, Nakada K, Tamura M, 
Arakawa Y, Uwagawa T, Yano S. Chemotherapy for 
alpha‒fetoprotein producing gastric cancers express-
ing human epidermal growth factor receptor 2. J In-
fect Chemother 2018 ; 24(4) : 298‒301. Epub 2017 
Nov 22．

 7）Sugiyama R１), Murayama A１), Nitta S２), Yamada 
N１), Tasaka‒Fujita M２)（２ Tokyo Med Dent Univ), 
Masaki T, Aly HH１), Shiina M１), Ryo A（Yokohama 
City Univ), Ishii K１), Wakita T１), Kato T１)（１ Natl 
Inst Infectious Diseases). Interferon sensitivity‒de-
termining region of hepatitis C virus influences virus 
production and interferon signaling. Oncotarget 
2017 ; 9(5) : 5627‒40．

 8）Park J, Masaki T, Mezaki Y, Yokoyama H, Naka-
mura M, Maehashi H, Fujimi TJ（Bunkyo Univ), 
Gouraud SS（Ochanomizu Univ), Nagatsuma K, 
Nakagomi M（Hatano Res Inst), Kimura N, Matsuu-
ra T. Alpha‒1 antichymotrypsin is involved in astro-
cyte injury in concert with arginine‒vasopressin dur-
ing the development of acute hepatic encephalopathy. 
PLoS One 2017 ; 12(12) : e0189346.

 9）Mezaki Y, Nagatsuma K, Yokoyama H, Park JH, 
Nakamura M, Masaki T, Blomhoff R（Univ Oslo), Se-
noo H（Akita Univ,Seitetsu Memorial Hosp), Mat-
suura T. Biochemical and histochemical analyses of 
lecithin:retinol acyltransferase from polar bear (Ursus 
maritimus) livers. Polar Biology 2018 ; 41(4) : 805‒
15. Epub 2017 Dec 29.

10）片桐典子１)，若林深恵２)，有廣誠二，藤田幸佑２)，
堀田佳之２)，北村由之１)，森山和重２)（２ 富士レビオ），
岩崎優香３)，山田実早希３)，森田寛子３)，赤堀つぐみ３)，
松浦知和，岡安　勲（桐生大），藤原睦憲３)（３ 日本
赤十字医療センター），八木慎太郎１)．尿中プロスタ
グランジン E2 主要代謝産物の全自動・化学発光酵素
免疫測定法の開発．日臨検自動化会誌 2017；42(5)：
584‒90．

11）Qin XY１), Hara M１), Arner E１), Kawaguchi Y２), 
Inoue I１), Tatsukawa H（Nagoya Univ), Furutani Y１), 
Nagatsuma K, Matsuura T, Wei F１), Kikuchi J１), 
Sone H（NIES), Daub C１), Kawaji H１), Lassmann T１), 
Itoh M１), Suzuki H１), Carninci P１), Hayashizaki Y１) ; 
FANTOM consortium, Kokudo N２)（２ Univ Tokyo), 
Forrest ARR１), Kojima S１)（１ RIKEN). Transcrip-
tome analysis uncovers a growth‒promoting activity 
of orosomucoid‒1 on hepatocytes. EBioMedicine 
2017 ; 24 : 257‒66.

12）Chida T１), Ito M１), Nakashima K１), Kanegae Y
（RCMS), Aoshima T１), Takabayashi S１), Kawata 
K１), Nakagawa Y２), Yamamoto M（Osaka Univ), 
Shimano H２)（２ Univ Tsukuba), Matsuura T, Ko-
bayashi Y１), Suda T１), Suzuki T１)（１ Hamamatsu 
Univ). Critical role of CREBH‒mediated induction of 
transforming growth factor β2 by hepatitis C virus 
infection in fibrogenic responses in hepatic stellate 
cells. Hepatology 2017 ; 66(5) : 1430‒43.

13）Ohkawa K, Asakawa T, Tsukada Y（SRL) , 
Matsuura T. Antibody to human α‒fetoprotein inhibi-
ts cell growth of human hepatocellular carcinoma 
cells by resuscitating the PTEN molecule : in vitro 
experiments. Int J Oncol 2017 ; 50(6) : 2180‒90.
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Ⅱ．総　　説
 1）Yoshida H. Determination of fasting and non‒fast-

ing cholesterol levels of low‒ and high‒density lipo-
proteins with homogenous assays : a promising reli-
able way to assessment of dyslipidemia. J Atheroscler 
Thromb 2017 ; 24(6) : 569‒71.

 2）Yoshida H. Lomitapide, tailored to patients with 
homozygous familial hypercholesterolemia, is just 
about meeting with good news to them. J Athero-
scler Thromb 2017 ; 24(4) : 390‒2.

 3）吉田　博．【臨床検査の最前線－将来の検査を展望
する】代謝　脂質異常症の診断．医のあゆみ 2017；
263(13)：1075‒80．

 4）中田浩二，羽生信義，柏木秀幸，小村伸朗，矢野文
章，志田敦男，三森教雄，矢永勝彦．【消化管吻合ア
ラカルト－あなたの選択は？】胃外科幽門側胃切除術
後 Billroth I 法再建　Circular stapler．臨外 2017；
72(4)：424‒8．

 5）中田浩二，植田　毅，羽生信義，柏木秀幸，三森教
雄，矢永勝彦．【胃全摘後空腸パウチ再建・噴門側胃
切除後再建－その有用性と安全に行うコツ】胃全摘後
空腸パウチ再建・噴門側胃切除後再建を取り巻く現状
と外科生理学・生体力学からの検証．手術 2017；
71(8)：1129‒39．

 6）中田浩二，羽生信義，鈴木博昭．【消化管機能障害
と内視鏡】消化管運動の調節機構と胃切除後の機能性
障害　術式の工夫と消化器内視鏡からの洞察．消内視
鏡 2017；29(10)：1787‒800．

 7）Senoo H（Med Corporation Rakuzankai), Mezaki Y, 
Fujiwara M (Japanese Red Cross Med Ctr). The 
stellate cell system (vitamin A‒storing cell system). 
Anat Sci Int 2017 ; 92(4) : 387‒455.

 8）鈴木晴美，八木道隆，阿部正樹，杉本健一．ラテッ
クス凝集免疫比濁法による梅毒 TP 抗体検出法におけ
る非特異反応の解析．日臨検自動化会誌 2017；
42(3)：221‒6．

 9）江崎裕敬，松浦知和．注目される用語の解説　安定
同位体呼気ガス分析．動脈硬化予防 2017；16(4)：
71‒3．

Ⅲ．学会発表
 1）宮崎　修，清水　知，佐藤　亮，吉田　博．プロジェ

クト報告：安定同位体を用いたコレステロール引き抜
き能評価系の検討．第 57 回日本臨床化学会年次学術
集会．札幌，10 月．

 2）真仁田大輔，佐藤　亮，吉田　博，廣渡祐史．リポ
蛋白プロファイルと腎機能ならびに吹田スコアに関す
る健常者群と疾患群の比較．第 57 回日本臨床化学会
年次学術集会．札幌，10 月．

 3）後藤萌子，市村奈津子，永野裕子，冨永健司，長谷
川 智 子， 吉 田　博．（ ポ ス タ ー） 当 院 に お け る
Clostridium difficile 検査運用法の評価．第 29 回日本
臨床微生物学会総会・学術集会．岐阜，２月．

 4）佐藤　亮，長谷川智子，吉田　博．（口頭）Angio-
tensinⅡ刺激による血管内皮細胞培養液中 MMP2 濃
度の変化に対するAngiotensinⅡ受容体拮抗薬の影響．
第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．京都，11 月．［臨
病理 2017；65（補冊）：228］

 5）鈴木亮平，佐藤　亮，斎藤正二，長谷川智子，吉田　
博．血中 BNP 値の年齢と腎機能の影響について．第
57 回日本臨床化学会年次学術集会．札幌，10 月．

 6）小峯直彦，長谷川智子，吉田　博．（口頭）当院に
おける糖尿病関連検査および腎機能検査値の年齢階層
別評価．第 66 回日本医学検査学会．千葉，６月．

 7）須江洋成，吉見珠美，岩崎　弘，海渡　健．（ワー
クショップ５）精神科のための臨床脳波：これだけは
知っておきたいこと．第 113 回日本精神神経学会学術
集会．名古屋，６月．

 8）中田浩二，秋月摂子，大西明弘，松浦知和．（口頭）
13C 呼気試験法胃排出能検査（簡便法）における基準
値の妥当性についての検討．第 64 回日本臨床検査医
学会学術集会．京都，11 月．［臨病理 2017；65（補冊）：
273］

 9）秋月摂子，川野克己，中田浩二，大西明弘．（口頭）
質量分析を用いた尿中および血中β2 ミクログロブリ
ン（β2MG）の比較検討．第 64 回日本臨床検査医学
会学術集会．京都，11 月．［臨病理 2017；65（補冊）：
222］

10）神尾郁花，赤峯里望，酒井香菜子，鳥塚純子，吉益
忠則，星野陽子，阿部正樹，秋月摂子，中田浩二，大
西明弘，芝田貴裕．（口頭）トルバプタン投与期間と
BNP 値の改善．第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．
京都，11 月．［臨病理 2017；65（補冊）：247］

11）山本憲司，中野恵一，阿部正樹．（ピットフォール
研究専門委員会ワークショップ）臨床検査における
ピットフォール事例報告・討論会 2017．第 57 回臨床
化学会年次学術集会．札幌，10 月．

12）千葉綾乃，石井聡子，湯本春野，比佐華菜子，神田　
俊，吉田美雪，小林　清，勝部敦史，小笠原洋治，海
渡　健．（口頭）肝腫大で発見され，高度の貧血，全
身性アミロイドーシス，複雑な染色体異常を呈したリ
ンパ形質細胞性リンパ腫．第 18 回日本検査血液学会
学術集会．札幌，７月．［日検血会誌 2017；18（学術
集会）：S164］

13）吉田美雪，千葉綾乃，石井聡子，比佐華菜子，神田　
俊，倉又照美，小林　清，廣岡真一，小笠原洋治，海
渡　健．（口頭）骨髄穿刺が dry tap で，骨髄生検病
理標本にて診断できた急性赤白血病．第 18 回日本検
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査血液学会学術集会．札幌，７月．［日検血会誌 
2017；18（学術集会）：S185］

14）石井聡子，湯本春野，比佐華菜子，神田　俊，吉田
美雪，小林　清，山岡正慶，秋山正晴，小笠原洋治，
海渡　健．（口頭）高度の骨髄異形成を呈した肝脾型
T 細胞性リンパ腫幼児例．第 18 回日本検査血液学会
学術集会．札幌，７月．［日検血会誌 2017；18（学術
集会）：S223］

15）Masaki T, Mezaki Y, Matsuura T. (Poster) Hepati-
tis C virus attenuates host cellular microRNA func-
tions by targeting the microRNA‒induced silencing 
complex. The 29th World Congress of World Associa-
tion of Societies of Pathology and Laboratory Medi-
cine (WASPaLM2017). Kyoto, Nov.

16）Masaki T, Yokoyama H, Saeki S, Oikawa T, Park J, 
Nakamura M, Mezaki Y, Inoue I１), Hara M１), Kojima 
S１)（１ RIKEN), Matsuura T. (Poster) Clinical signif-
icance of measuring a novel hepatic fibrogenesis 
marker, TGF‒β/LAP‒D, and a hepatic fibrosis mark-
er, M2BPGi, in the management of chronic hepatitis 
B. 5th Japan‒Taiwan‒Korea HBV Research Sympo-
sium. Tokyo, April.

17）Park J, Masaki T, Mezaki Y, Yokoyama H, Naka-
mura M, Maehashi H, Matsuura T. (Poster) Alpha‒1 
antichymotrypsin is involved in astrocyte injury dur-
ing the development of acute hepatic encephalopathy. 
The 29th World Congress of World Association of 
Societies of Pathology and Laboratory Medicine 
(WASPaLM2017). Kyoto, Nov.

18）Yokoyama H, Mezaki Y, Masaki T, Nakamura M, 
Park J, Kojima S, Matsuura T. (Oral) TGF‒β LAP 
degradation products reflect fibrogenesis in patients 
with chronic liver disease. The 29th World Congress 
of World Association of Societies of Pathology and 
Laboratory Medicine (WASPaLM2017). Kyoto, Nov.

19）河野　緑，政木隆博，秋月摂子，中田浩二，大西明
弘，海渡健，松浦知和．（口頭）血液培養から分離さ
れた Helicobacter 属菌の菌株特性と臨床的特徴に関す
る検討．第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．京都，
11 月．［臨病理 2017；65（補冊）：247］

20）Morifuji M, Matsuura T, Nakata K, Shimo M. 
(Oral) 13C‒labeled breath test for quantitative deter-
mination of fat absorptive function after pancreatic 
surgery. The 29th World Congress of World Associa-
tion of Societies of Pathology and Laboratory Medi-
cine (WASPaLM2017). Kyoto, Nov.

Ⅳ．著　　書
 1）吉田　博．12．糖代謝検査，13．脂質代謝検査．櫻林

郁之介（自治医科大）監修．今日の臨床検査 2017‒
2018．東京：南江堂，2017．p.143‒72．

 2）須江洋成．自律神経発作．日本てんかん学会編，て
んかん学用語事典．改訂第２版．東京：診断と治療社，
2017．p.15‒6．

 3）小笠原洋治，横山啓太郎．第４章：人体とリン　 
4‒2．リンと疾患　4‒2‒9．リンと赤血球・貧血．大竹久
夫１)２)３)４)（３ 大阪大），杉山　茂５)，佐竹研一（元立
正大），小野寺真一４)，黒田章夫４)（４ 広島大），竹谷　
豊５)（５ 徳島大），橋本光史１)２)（１ 早稲田大，２ リン
アトラス研究所），三島慎一郎（農業・食品産業技術
総合研究機構），村上孝雄（日水コン）編．リンの事典．
東京：朝倉書店，2017．p.146‒7．

Ⅴ．そ の 他
 1）Mashima K, Yano S, Yokoyama H, Saito T, 

Machishima T, Shimada T, Yahagi Y, Takahara S, 
Sugiyama K, Ogasawara Y, Minami J, Kamiyama Y, 
Katsube A, Suzuki K, Ohshima S, Yamada H, Usui N, 
Aiba K. Epstein‒Barr virus‒associated lymphoprolife-
rative disorder with encephalitis following anti‒thy-
mocyte globulin for aplastic anemia resolved with 
rituximab therapy : a case report and literature re-
view. Intern Med 2017 ; 56(6) : 701‒6.

 2）Kazama M, Umezawa Y, Itoh M, Nobeyama Y, Ito 
T, Kikuchi S, Yanaba K, Asahina A, Nakagawa H, 
Ogasawara Y. Successful treatment of ustekinumab 
in a psoriasis patient with human T‒cell leukemia/
lymphotropic virus type 1 infection. J Dermatol 2017 ; 
44(11) : 1334‒5.

 3）目崎喜弘．脊椎動物の腸を支配する神経の系統発生
学的由来とその神経を介するビタミン A の貯蔵．ビ
タミン 2017；91(11)：655‒6.
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